
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 
注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、余白15mm以上

としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 
師岡熊野神社「いの池」愛護会 

現在の主な活動

内容・活動実績 

令和元年設立以来、いの池およびその周辺をきれいにする活動を

おこなっている(会員数45名)。 

池は水質改善などのために年2回のかいぼり(池の水を汲みだして

池底の堆積泥をさらう)をおこない、かいぼりで引き上げた堆積泥を

池岸で乾燥させて市民の森に返し、一部は地域の畑の肥料に使うな

ど循環型の環境保全に取り組んでいる。 

活動には、子供たちも含め地域の人たちが多数参加している。 

提案場所 
港北区師岡町 

提案名 

（25字以内） 

いの池を中心とした地域資源循環システムの再生と維持 

 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

①道路を隔てた熊野神社の社殿裏手でポンプアップされ、「令和神

苑」を経由した後に排水されている地下水を「いの池」に導水す

る。道路の横断は配管を埋設する予定。 

⇒流入水がほとんどない池に、新鮮な水を継続的に導入し抜本的

な水質改善を図る。 

②池の護岸の石垣等の修復と水辺の魅力創出のための整備と植栽 

⇒崩れかけている石垣や浮石の修復が急務 

⇒かいぼりを効率的に行うための堰の設置や排水口の整備 

⇒水辺に親しめる階段の設置と池の周りに植栽する 

子どもたちが自然に親しめる場を整備する 

③活動掲示板の設置 

⇒愛護会活動の紹介と行事開催案内等の掲示 

整備費用の概算額：約 500万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

◎池をきれいにする活動を通して、大人と子供の世代をこえた地域

コミュニティ創出の場にしていく(かいぼり、定期的な清掃、竹灯

籠・池のライトアップなどの活動を企画実施)。 

◎将来の活動の主役になる子供たちに、池に親しめる経験、池に生

きる多様な生物に触れる体験を得られる場を用意し、護っていく

(大人と協働してのかいぼりや清掃体験)。 

・師岡小学校の校外学習による清掃活動の参加は循環型社会の教育

の場の一つになる。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 をす る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

◎いの池は「い・の・ちの池」のひとつとして、古くは師岡のコモ

ンズ(共有地)として田畑を潤す貴重な水源として利用され、地域

の人々が大切に護ってきた。しかし、新幹線開通や近年の田畑の

宅地化で地下水の通り道が変わり、貴重な湧き水の行き先がいの

池から下水道になって、池の水が循環しなくなってしまった。夏



ださい） には池にアオコが発生するようになり、僅かに異臭がするまでに

なってしまった。 

◎いの池は1300年の歴史を持つ師岡熊野神社の一角に位置し、横

浜市の史跡に登録されている。いの池は町のオアシスとして地域

の人々から愛され、自然に触れられる場であり、地域の歴史を知

るうえで貴重な場でもある。 

◎地域の要望もあり、池の自然を再生する必要が迫られている。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

◎いの池の水の環境を改善し、師岡地域の自然を保全することで、

子どもたちが自分のふる里に誇りを持てるような地域にしたい。 

◎いの池を地域で護るための様々な活動を行うことで、池に来れ

ば、知っている誰かがいるような地域コミュニティを活性化す

る。そのための仕掛けとして、他の団体と連携して竹灯籠の設置

や池のライトアップなど新たな活動を企画する。 

◎池を中心とした谷戸の地形を活かした整備を行うことで、水系や

生態系を理解する場となるようにしていく。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

◎周辺の整備などは「いの池」愛護会会員(以下「会員」という)が

主体に作業をおこなう。 

専門の整備工事は地域の状況を良く知る事業者などに依頼する。 

◎資金面においては、会員からの会費を当て、また会員及び活動協

力者(子育て中の大人と子供が多い)から作業用具・動力や車両の提

供も受けていく。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

◎会員を中心に、賛助会員のいざなみ会、友好団体の神輿会及び活

動協力者により環境保全活動を続けていく。 

◎活動で使用する作業用具の一部及び動力や運搬車両は引き続き地

域の協力者個人から提供を受ける。 

◎活動費用は会員からの会費で賄う。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

◎地域の子供と大人がみんなで考え、話し合い、共に行動し、いの

池を中心とした地域資源循環システムを再生し、維持する。 

◎いの池の再生と維持のための活動体験を通して、子供たちに自然

への思い、ふる里への愛着の醸成を図る。 

・これを一つのモデルとして、師岡町に残る市民の森愛議会が管理

する森全体の保全活動に波及させていく。 
注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

・地権者 

・道路占用許可申請先 

活動を支援する 

申請が提出されれば検討する 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

 記載内容に個人情報は含まれていません。 

 



 

整備場所 位置図 

出典:Google map 

 

 

  

 

 

  

導水ルート 

① 

② 

③ 

④ 

いの池 

熊野神社市民の森 

熊野神社市民の森 



 

現況写真 

◎いの池の大きさ 

 

東西×南北 31×23m 面積 467.5 ㎡（東側が約 2 倍広い） 

水深 25～35cm 堆積泥の厚さ 20～50cm 

◎愛護会を結成(2019 年) 

◎2019 年春に池西側の水を抜いてかいぼり(小学生も参加)  

引き上げたもの：堆積泥 約 1 トン、枯枝 約 300kg ゴミ等 約 50kg 

生物の調査：鯉、フナ他に加えて在来種モツゴ、スジエビ 外来種アメリカザリガニ、

カダヤシ、アカミミガメ 

 
◎以降、子供と大人の参加による定期的な池周囲の清掃と春秋にかいぼり (年少さんから 80

才超まで毎回参加)。 

引き上げた堆積泥(毎回約 2 トン)はごみを選別して池岸で乾燥後、市民の森内に搬出・一

部は畑の肥料に利用して「地域資源循環型の環境保全」を実践している。 

 

  
◎地域の子供と大人で「いの池」を護るコト 

⇒地域コミュニティづくりにつながっている 

×夏季には水量が減り水質悪化・アオコが池を覆う 

⇒池に流れ込む新鮮な水が必要  

×石垣が老朽化・崩れかけて危険 

⇒修復することで池の魅力が向上、誰もが楽し

める水辺空間に 

 

 



 

活用イメージ図 

◎熊野神社令和神苑からの導水(撮影位置は位置図参照) 

地下 36m からくみ上げ令和神苑を循環した水を、高低差を利用していの池に導く。 

 

①取水予定場所 

 

②導水ルート 

 

③道路横断配管の予定場所 

 

④いの池への注水口 

 

◎池周囲の環境整備 

老朽化した石垣の補修などをおこない、景観向上。 

  

 
排水口の整備(水位調整を容易にする) 

 

池の水辺に降りる階段の設置 

 

いの池の環境改善の取組みにより 

◎地域の子供と大人がみんなで考え、話し合い、共に行動し、 

「いの池」を中心とした地域資源を循環するシステムを再生し維持

する 

◎活動の体験を通して子供たちの成長をはかる 

⇒それを一つのモデルに、師岡町に残る市民の森愛護会が管理

する森の保全活動に波及させていく 



 

その他の資料 
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